
神奈川工科大学広報� No.141/2006年度春・入学式号�33

　ご入学おめでとうございます。皆さんは晴れて

大学生になったと同時に、「応用バイオ科学科」

の一期生でもあります。北は函館から南は奄美大

島、さらに海外からはタイ王国の留学生を迎えた

国際色ある学科であります。�

　さて、一期生ということは、本学科の歴史の第

一歩を刻むことになります。皆さん方が新しい学

科の雰囲気を創るのです。皆さん方が主役の学

科なのです。どうぞ、明るく楽しい学園生活が送

れる学科、皆さんがファミリーである学科に、皆さ

んが力をあわせて「応用バイオ科学科」を育てて

ください。私たち教員は、そのためのサポートをい

たします。�

　不安を抱えながらの１ヶ月があっという間に過ぎ

たかと思いますが、新しい友人ができましたか？学

園生活に慣れましたか？大学の授業に慣れましたか？

少しでも不安が感じられましたら、遠慮なくクラス・

ミーティングの先生、クラス担任の先生、アドバイ

ザーの先生、またフレッシュマンズキャンプで親し

くなった先輩等に相談してください。早い間に不

安や心配ごとを取り除きましょう。皆さんが主役で

あり皆さんが創る学科ですので、お互いに助け合

いながら、慈しみのもてる、しかも相手の気持ちが

わかる、人間性豊かな楽しい学科創りができます

ことを願っております。�

　少し、大学生活について触れてみましょう。この

１ヵ月余りで、高校と大学との授業形態の違いに

も慣れたことと思います。大学での学習は受身で

はいけないこと、すなわち、自ら行動して学習する

ことが大切であること（自学自習の精神）を理解し

はじめたのではないかと思います。自ら行動する

ことは勇気がいります。戸惑いはあるかもしれませ

んが、どうぞ勇気を出してください。勇気がなかな

か出せなければ、まずは友人や先輩の力を借りて

ください。また、かしこまらずに気楽にお茶でも飲

む気持ちで私たちを尋ねてきてください。お互い

が助け合いながら、また、自ら努力しながら各自の

進むべき道を自ら切り開いていってください（相田

みつをの詩：しあわせはいつも自分のこころがき

める）。�

�最後に、健康であることが一番です。これから４

年間、健康に留意してよき友をみつけ勉学に励ん

でください。�
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　応用バイオ科学科は、バイオ分野で活

躍するための「徹底した技術習得」を目的

の一つとしています。その中核に位置す

るのがバイオ実験シリーズです。新入生

を迎え、バイオ実験シリーズの最初の科

目である「バイオ基礎実験」が始まりまし

た。4月22日には第1回目として「ルミノ

ールの合成」と「酵素を用いた飲料水中の

グルコース・乳酸の測定」の実験が行われ

ました。長時間かけて行う実験はこれま

で殆どの学生が未体験であり、失敗も含

め貴重な初体験になったと思います。ル

ミノールの発光が見られたときや、酵素

をつかって目的物質の濃度が測定できた

ときは、歓声が上がっていました。5月の

中旬には応用バイオ科学科棟の新しい実

験室が完成し、そこでは環境化学、食品化

学、微生物学の実験が行われます。�

＜学生の皆さんの感想＞
・普段私たちが何気なく使っている製品が、こんな方法で処理されている

　んだと感じました。またこれから“循環型社会”ということで、地球温暖化

　や様々な環境問題に利用されることを強く望みたいし、私たちが有用な

　微生物を探索したり、微生物の改変など、今後さらに進展すると思いまし

　た。（魚崎祐一さん）�

・実際に研究に携わっている方が来てくださったので、今まで知らなかっ

　たような仕事があることも分かって、さらに興味が広がりました。具体的

　な話を聞くことができておもしろかったです。（石鳥谷景子さん）�

・いかに「正確に測るか」ということの重要さをとても感じました。被験者

　の負担を少なくするために、いかに少量の血液からその目標物だけを反

　応させるか。失敗は許されないし、また使う時期も重要で検査薬に難しさ

　を感じました。（鈴木果林さん）�

　応用バイオ科学科の理念そして特徴の一つである「実学重視」。この観点

から授業「バイオ製品科学」では、バイオ技術を利用して開発された製品、そ

して開発の経緯について、実際に第一線で開発を担当された方々を講師と

して招き、毎週講義をしていただきます。将来、バイオ技術者として活躍す

るために、学生時代に何をすべきか、どのように学ぶべきか等についてもお

話ししていただきます。第一回目（4月17日）は、村上小枝子先生による「生

分解性ポリマー」の講義が、第2回目（4月24日）は平成21年度より本学科

に赴任される栗原誠先生による「臨床検査薬」の講義が行われました。約1

時間の講義のあとの質疑応答では、新入生から活発に質問が飛び、社会そし

て将来に目を向けて学生生活をおくる大切さが伝わっています。�

�

　4月5日～7日に東京ビッグサイトにおいて行われ

た「SEA JAPAN 2006」において、澤井淳講師が有限

会社IEST（大木伸一郎社長）と共同研究・開発した「ホ

タテ貝殻を利用した熱交換器洗浄システム」の発表が

行われました。熱交換器は、食品の殺菌をはじめ、エン

ジンの冷却など、ありとあらゆる工業・場所で使用さ

れている装置ですが、スケールとよばれる汚れ（タン

パク質汚れや、ある時は貝の付着など）により、エネル

ギー効率が低下してしまう問題がありました。現在は

強い洗浄剤を使用し、船舶などではそれが海洋に廃棄

され、問題視されていました。今回発表したものは、天

然のホタテ貝殻を使い、このスケールを自然環境に悪

影響を与えることなく洗浄できるシステムです。�

　107名の活気ある新入生を第一期生として迎え、応用バイオ科学科がスタートしました。

本学科では3つの分野を用意し、新たなカリキュラムのもと、学生の皆さん一人ひとりが

輝くことができるよう、そして社会のニーズに応えることができる人材の育成・養成に向

けて教職員一同、全力で取り組んでいきます。第一期生の皆さんが本学科の歴史の第一歩

を刻みます。本号ではその記念すべき第一歩の一部をご紹介いたします。�

・環境・エネルギー分野（グリーンバイオエンジニア系）

・食品・食糧分野（フードバイオエンジニア系）

・健康・医療分野（ヘルスケアバイオエンジニア系）�

［環境・エネルギー］�
・有用な微生物・酵素の探索�

・バイオ、膜分離プロセスの開発�

・環境保全・汚染調査�

・環境リスクアセスメント�

・バイオエネルギー生産

［食品・食糧］�
・食品分析�

・食品加工（酵素・微生物）�

・機能性食品・サプリメント�

・食の安全（微生物・殺菌）�

・発酵食品・組換え食品

［健康・医療］�
・医療診断技術の開発�

・生理活性物質の探索・合成�

・物質代謝産物の探索�

・細胞工学の応用�

・医用材料の開発

先輩によるキャンパスツアー�
（基礎教育支援センターの説明風景）�

クラス懇談会での自己紹介風景�

微生物の保存施設の見学�見学先のバイオテクノロジー本部の前で�

　4月1日の入学式後、新入生の皆さんが早く大学に

慣れてもらえるよう、一週間ほどオリエンテーション

期間が設けられています。オリエンテーション期間の

最後として、4月6日、7日に応用バイオ科学科第一期

生のフレッシュマンズキャンプが千葉県富津のホテ

ル喜楽館にて行われました。目的は新入生同士、教職

員さらに先輩学生との交流を目的とし、新入生全員と

教職員、先輩学生（2年生から大学院1年生）14名（総

勢136名）が参加しました。ホテル到着後、教員の自己

紹介・担当授業の説明、また本学科の教育目標の一つ「国

際性の涵養」の一環である海外バイオ研修について、

国際交流センターの青木課長から説明がありました。

夕食後はクラス懇談会、その後は先輩学生との懇談・

相談会が夜遅くまで行われました。翌7日には、「最先

端の研究現場を体感する」との考えから、(独)製品評

価技術基盤機構バイオテクノロジー本部を見学しま

した。本研究所は日本国内はもとより、アジア、欧米、

南極等の世界中から集められた5万株を超える微生

物を保存・研究している国内最大の施設です。説明を

担当していただいた研究所の方が驚くほど、活発な質

問があり見学予定時間を大幅に超えてしまいましたが、

本学科第一期生

のアクティビテ

ィの高さに感心

され、有意義な見

学会となりました。�
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